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　グローバル二酸化炭素排出インベントリーには大きな不確実性が含まれたと考えられる。それを低減するた

め、本研究では既存の信頼性の高い機構が公開した排出インベントリデータを上下四分位手法で補正して

ニュー排出マップを作り、その時空間の変動を国、地域、地球規模で分析した。まず、既存の主要な二酸化炭

素の排出インベントリーを収集してその中に2000から2010年133ヵ国の排出量有する10データセットを

ピックアップした。これらの値が四分位の上下分位内に位置するものの平均値を取って補正値とした。時空間

の変動の可視化分析するため、地理情報システム（GIS）を用いて排出量と該当する国の境界とリンクさせ

た。本研究による133ヵ国2010年の二酸化炭素排出量の合計値が31,595テラグラム、この値がIEAの公表値

（30,434Tg, 化石燃料の使用のみ）より多くてCDIACの公表値（33,469Tg, 化石燃料の使用とセメント製造並

びにガスフラーリング由来）より少なく、EDGARの公表値の94%を占めた。さらに、補正した排出量に世界銀

行が公表した国ごとの2000年から2010年の人口、GDP、面積をリンクし、それらの指標に関する排出量のト

レンド分析をした。
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